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和宮の下向と助郷に関する研究
小 林 幹 男
要約 五街道宿駅の役割は､公用通行者に人馬を提供_し､継ぎ立てを行うこと､および幕府などの
公用通行者や参勤交代の諸大名､公家 ･公卿などの貴人らに休息･宿泊の施設を提供することであっ
たこ江戸時代の宿駅の負担は､幕末期に向かって年々増加するが､助郷村の負担もこれに伴って必然
的に増加し､宿駅と助郷村との紛争も各地で頻発した｡幕末期に街道通行が増加した原因は､幕府な
どの公用旅行者の増加と経済の発達に伴う商品流通の拡大であったと考えられる｡
文久元年 (1861)の皇女和宮下向の大行列と文久2年の幕政改革に伴う翌3年の通行量の増加は､
幕末期の宿駅と助郷村の負担の増加の中でも特筆に値する｡｢和宮様の御通行｣といわれる大行列は､
京方1万人､江戸方1万5千人といわれ､文久元年10月20日辰刻に京の桂宮邸を出発し､11月14日に
板橋宿に到着して､翌15日に無事江戸に入った｡和宮下向の大行列の特色は､きわめて短期間に8万
人もの人馬 ･調度が街道を通行し､宿駅と助郷村に大きな負担を課したことである｡
また､文久3年の人馬の通行は､長久保宿の場合､文久元年の人足総数が22,693人､馬8,412疋で
あったのに対して､文久3年の通行は､大名家の妻子などが国許に帰るものが多く､人足総数47,507
人､馬9,439疋を数え､春から秋にわたって街道を通っている｡
和宮下向の人馬 ･調度の継ぎ立てのために､中山道八幡宿に動員された助郷村は､定助郷佐久郡28
か村､当分助郷小県郡14か村､更級郡14か村､埴科郡8か村､新規当分助郷佐久郡4か村､小県郡6
か村､遠国新規当分助郷甲州八代郡72か村､越後国蒲原郡64か村と記され､合計120か村 (清水岩夫
1998 史料16)の村々に助郷が割当てられている｡
このとき八幡宿と塩名田宿は､･岩村田宿 ･小田井宿と合宿 (組合)になって和宮の大行列を次の宿
泊地である沓掛宿まで継ぎ通しを命ぜられた｡また､下水内郡栄村の市川家に伝わる文書 (現在県立
歴史館に寄託)によれば､北信濃の高井19か村が岩村田･小田井両宿に助郷を命ぜられている｡この
奥信濃ともいわれる村々から追分宿へは､飯山･追分間がおよそ100キロである｡この距離に飯山か
ら奥信濃の各村々への道程を加えれば､少なくとも片道2泊3日以上の行程になるであろう｡
また､r野沢温泉村史｣によれば高井郡37か村が､追分 ･沓掛 ･軽井沢の浅間3宿に助郷を命ぜら
れたと記されている｡この北信濃関係の調査は､まだ不十分であるが､その実態を探ることは､和宮
下向と北信濃の農村の助郷問題を考え上で重要である｡
本稿では和宮の下向と北信濃の高井郡各村の助郷問題と共に､近世における奥信濃の街道交通の問
題も合せて推考し､遠隔地の助郷に関連する助郷村と農民の負担の問題も考察することにした｡
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キーワード 宿駅と助郷村 ･ 公武-和 ･ 当分助郷 ･ 奥信濃の街道
はじめに
本稿では､和宮下向の大行列が通行した宿駅
の実情を主に八幡宿の史料 (北佐久郡浅科村小
松勇夫家蔵文書)によって考察し､中山道宿駅
に助郷を命ぜられた農村の実態と併せて､助郷
と農民負担､助郷村の財政問題などについても
論及することにしたい｡
また､八幡宿と塩名田宿､岩村田宿･小田井
宿は､この大行列通行のために､合宿 (組合)
となって次の宿泊地である沓掛宿まで継ぎ通し
を命ぜられた｡この岩村田宿･小田井宿には､
北信濃の高井十九か村が助郷を割当てられてい
る｡さらに､高井郡37か村も追分 ･沓掛 ･軽井
沢などの浅間3宿に助郷を命ぜられた｡
この地方の和宮下向と助郷問題に関する調査
は､まだ不十分であるが､信濃国北端の高井郡
と和宮下向の助郷の実態を探ることは､和宮下
向に関する助郷の規模､地方農村への影響を窺
う上に重要である｡
また､和宮下向と助郷問題に合せて､このと
き利用した街道交通を検証し､奥信濃地方の近
世街道交通の問題についても考察することにし
たい｡
1 皇女降嫁問題
将軍徳川家茂の夫人に皇女を迎えようとする
降嫁問題は､安政5年 (1858)の秋ころから､
幕府権力の回復と朝廷の制御を目的とし､他方
では朝幕間の緊張緩和を図るために大老井伊直
弼が彦根藩士長野主膳を通して画策をはじめた
ものである｡
和宮は､当初候補の1人と考えられていたが､
孝明天皇の皇女冨貴官が安政6年8月に尭去さ
れたため､幕何引ポロ宮の降嫁を奏請することに
決し､万延元年 (1860)2月中ごろから京都所
司代酒井若狭守忠義らにより内密に裏面工作を
はじめた｡しかし､同年3月3日桜田門外の変
によって事態は急変し､老中安藤信正 ･久世広
周により､反幕運動の緩和をねらいとする ｢公
武-和｣の時局対策に転換した｡そして､桜田
門外の変後の万延元年4月ごろから､皇女和宮
降嫁問題が朝廷と幕府との問で公然と論議され
るようになった｡
孝明天皇は､幕府の度重なる奏請に対し､和
宮にはすでに有栖川宮との婚約があることなど
3点を理由にして退けられた｡しかし､幕府の
奏請と画策は､その後も所司代酒井忠義を通じ
て関白九条尚忠に対し続けられたことが知られ
ている｡
この縁談に対して和宮は､尼になるとも不承
知であると固辞していた｡しかし､縁組が不成
立の場合は､天皇が譲位のご決意であることを
知り､不本意ながら万延元年8月14日に承諾の
決心を固め､翌15日に観行院を使として承諾を
言上されたと伝えられている｡
和宮の心情は､天皇に送られた返書の一節に､
｢天下泰平の為め､誠にいやいやの事､余儀な
く御うけ申し上げ候事におわしまし候｡(以下
略)｣(r岩倉公実記｣)と率直に述べている｡
天皇は､幕府の奏請を拒否し続けることは､
朝廷と幕府の関係を抗うことを恐れ､信望の厚
かった侍従右近衛少将岩倉具視に諮問されて､
その献策をいれ､｢公武-和｣を目的として､
10月18日鎖国撰夷実行など6か条を条件にして
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降嫁問題を勅許された｡
和宮の降嫁後の文久2年 (1862)に､このこ
とが
小軍家偽りて姫宮を迎ひ入､
･寅の位からん計りのこと
という風刺となって市中に流布されたと伝え
られている｡
幕府は､和宮降嫁準備のために､すでに万延
元年2月には江戸城復旧の工事に着手し､用材
の買上げの蝕を出している｡
江戸城は､慶長12年 (1607)関東 ･甲信越と
奥州の諸大名の助役によって5層の天守閣が完
成し､翌13年には城の総横も竣工した｡そして､
江戸城は､将軍徳川氏の本拠として､また幕府
政治の中枢として大きな役割を担った｡
しかし､江戸城は､ての問幾度かの火災によっ
て殿舎を焼失し､その都度修築工事が行われた｡
また､5層の天守閣は､ ･明暦3年 (1657)1月
18日の大火で焼失し､その後再建されなかった
し､本丸の御殿も､和宮が降嫁した翌々年の文
久3年 (1863)に焼失し､結局その後再建され
ることはなかった｡
万延元年の本丸殿舎の修復は､すでに財政が
逼迫していた幕府にとっては大工事であった｡
r御役所御用触留｣(羽生田雅仁氏蔵 佐久市高
蘇)によれば､中山道から江戸へ長さ3問から
4問半､末口8寸から1尺8寸の松材3,000本､
長さ1間から2問半､末口6寸から1尺6寸の
松村3,000本を倉賀野まで運送するための上納
金が命じられている｡倉賀野は､当時年貢米を
はじめ､江戸へ荷物を搬送する場合の中継地で､
ここまで中山道経由で陸送された荷物は､倉賀
野で利根川の河川交通を利用して江戸に送られ
た｡
本丸殿舎修復の用材の調達は､6月に入ると
尾州藩の用材が木曽の本山宿から中山道を経由
で倉賀野に鞭送され､江戸へと送られた｡この
膨大な用材の陸送には､当然多数の助郷人足が
必要とされ､佐久の宿では下旬ごろに作業が集
中し､夜を徹して搬送されたと記されている｡
_ー_2_和宮下向の大行列
和宮は､文久元年 (1861)10月20日辰刻に桂
離宮を出発し､江戸下向の旅につかれた｡ こ
の日は大津に宿泊､翌21日も行列を整えるため
に同宿に逗留して､22日に出立した｡
御下向の行列は､供奉公卿中山大納言忠能 ･
今出川中納言実順 ･橋本宰相中将実認 ･八条左
近衛中将隆馨､供奉殿上人今城左近衛中将定国･
千種左近衛少将有文 ･侍従岩倉具視 ･富小路中
務大輔敬直らの公卿､殿上人以下地下の宮人､
典侍庭田嗣子以下御附の女官など京方 1万人が
屈従し､京都町奉行関出雲守行篤が先買区を勤め､
江戸方は総御用掛の京都所司代酒井若狭守忠義
をはじめ､お迎えの若年寄加納遠江守久徴ら合
せて1万5千人､生母観行院をはじめ武家伝奏
広橋光成 ･同坊城俊克 ･参議野宮定功らも列外
に従ってお供した｡道中の御輿の警護が12藩約
1万人､沿道の警護29藩といわれるものものし
さであった｡
中山道太田宿に伝わる文書によれば､助郷人
足が7,856人､馬280疋､寝具 ･ふとん7,440枚､
枕1,380個､食器 ･飯椀8,060人前､汁椀5,210人
前､膳1,040人前､皿2,110人前､通い盆535枚
と記されている｡
また､名古屋藩から動員された警護の武士は
1,030人､枝道 ･間道の警衛が426人､旅館の警
固が64人､この人馬 ･調度の大行列は厳重な等
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護の武士に護られて通行していった｡
11月 1日には木曽路に入って三留野宿に宿泊
し､信濃路の通行に10日間を要して11月9日に
沓掛宿を出立し､碓氷峠を越て上州路に向い､
全行程135里34町8間 (約528.6km)､1日平均
5.7里 (およそ22.2km)の長旅をして､11月15
日に江戸に到着し､翌16日に修復なった江戸城
に入っている｡
和宮が､意にそまない旅路の道中に詠まれた
といわれる和歌が､｢静寛院宮御詠草｣として
伝えられている｡
旅衣ぬれまさりけりわたりゆく
心もはそき木曽のかけ橋
遠ざかる都としればたびころも
一夜のやども立うかりけり
住み馴れし都路出でてけふいく日
いそぐもつらき東路の旅
3 和宮下向の経路 ■
和宮下向の経路は､当初東海道とされていた
が､急拠中山道に変更された｡このことは老中
久世大和守が､文久元年3月26日に道中奉行兼
帯の大目付平賀駿河守に出した次の文書によっ
ても明らかである｡
覚
久世大和守殿渡候御書付之写
大目付江
和宮様当春中御下向たるべき旨､先達而披仰
出候処､東海道筋荒所等も多く､ご通行御差
支二付､中山道江御通替披仰出候｡御下向之
儀､暫御差延披仰出候｡猶衡頃之儀者､追而
披仰出候｡右之通向々江可披達候｡
三月 .
この文書の内容は､下向の道筋を東海道から
中山道に変更すること､下向の時期を暫く差し
延べることが記されている｡すなわち､この経
路の変更には､次のような経緯があった｡
和宮の降嫁は､万延元年 (1860)10月18日に
勅許を得て､12月25日に納采の礼を終えた｡そ
して､この勅許の条件には､和宮の希望として
示された5か条と外交拒絶など6か条の確約が
求められていた｡
ところが幕府は､この年7月から通商を求め
られていたプロシア･スイス･ベルギーとの通
商条約締結を決意し､老中より所司代酒井忠義
に書翰を送り､･11月28日にこの書翰を関白九条
尚忠に提出した｡この上奏を聞いた天皇は､勅
許の条件を無視した幕府の欺稲的態度に憤慨さ
れ､和宮の降嫁を破談にすべLと激怒した｡
しかしこ天皇はその後朝臣の諌言によって譲
歩され､一切を関白九条尚忠に委ねることにし
た｡このように朝幕間の折衝が難航している間
に問題が局外にも漏洩し､尊接派の間では和宮
を東下の途中で奪取する計画があるなどの噂も
しきりに流布された｡また｣翌文久元年1⊥2
月には､水戸藩内で浪士が騒動を起こすなどの
事件も頻発した｡
このため幕府はミ和宮東下の途中で異変が起
こることを恐れ､またこの年の3月の東海道筋
諸河川の増水と水戸藩士の横行を理由に下向期
限の延期と下向の経路を中山道に変更すること
を奏話して勅許を得たのである｡
4 街道茄の調査と準備
中山道通行の決定により､道中奉行酒井隠岐
守らは､文久元年3月25日に本陣 ･脇本陣･旅
寵屋の間取り､畳数などの詳細な宿絵図を別絵
図にして3枚づ 提ゝ出するよう求め､続いて26
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日には､宿場の惣人別を調べて半紙帳面に仕立
て､道中奉行所に差出すよう触れている｡
4月に入ると松平備後守らが和宮の休泊施設
となる本陣を検分し､道中勘定方が街道筋の状
況検分を行い､7月からは橋梁や往還の改修､
8月には本陣の修復などの準備を進めている｡
しかし､道中奉行酒井隠岐守らが､連署して
中山道各宿に和宮御下向の休泊割を通達したの
は8月12日であった｡この休泊割を通達した文
書 ｢御休泊割相極 二付､別紙｣には､｢中山道
御休泊割｣として､中山道の全行程23泊の ｢御
泊｣･｢御小体｣ ･｢御昼｣などの各宿の割付
が記され､｢其旨を心得て｣請書を提出するよ
うに求めている｡
覚
追而此触書早々相廻しこ承知の旨別紙請書
相添留りより宿送りを以隠岐役所江可二相返~
候｡巳上｡
和宮様中山道御下向御休泊割相極二付､別紙
写差遣問､其旨可二相心得~もの也｡
酉 八月十二日 隠岐･御印
.豊後 御印
中山道
板橋より
守山一夫より
大津迄
右宿々 問屋年寄
5 八幡宿の成立と道路事情
八幡宿は､宝暦13年の ｢八幡宿由来について
の上申書｣(小松勇夫家蔵)によれば､慶長7
年 (1902)から寛永20年 (1643)までの40年間
は ｢荒町｣と呼ばれ､それから寛文5年 (1665)
までのおよそ20年間は ｢八幡町｣と呼ばれてい
た｡このころ伝馬役をつとめる家は､当初蓬田
村27軒･八幡村20軒･桑山村16軒の･3か村､計
63軒が ｢入り込｣で宿場を構成していた｡そし
て､八幡宿は､その後60年ほどの問に蓬田･八
幡･桑山の3か村と矢島村などから移り住んで､
次第に宿場の機能を果たすようになり､｢八幡
宿｣と呼ばれるようになったと記されている｡'
_また､r壬成紀行J･には､
八幡の駅にいれば雨にすこ･しはれたり｡駅舎
の左に辻堂あり｡青柳の糸たれたる色ことに
よし｡往還小伝馬御用といへる札かけし家あ
.りたり｡左に八幡宮あり｡･=れにより八幡と
いふなるべし｡
と記している｡
八幡宿は､文化元年 (1804)の宿絵図によれ
ばこ東西7町25問､東端 (江戸方)に桝形がつ
くられ､本陣1軒､脇本陣4軒＼問屋2軒で､
旅寵が7軒､家数136軒と記され､町並み0'地
割は間口3問､奥行の長い家が多いb
八幡宿は､-東方へ27町で塩名田宿､西方へ32
町で望月宿である｡塩名田宿から八幡宿を経て
望月宿にいたる蓉科山麓の台地は｣八ヶ岳と蓉
科山の火山灰が堆積して形成された強粘土 (ふ
け土)地帯で､｢後見草｣(丸山憲一氏蔵)とい
う古書にも､ -
下原辺り百沢前後､春三月氷解､五月･六月
長雨の節-､人馬踏沼の如く足立兼ね､小松
枝己など苅敷ても所により通路成りかね､荷
物おろし置く事度々､寺尾山根に蓬田､t桑山
村アリ､或いハ矢島村ヨリ馬持ちたるもの出
て､右のはね苛つけ運ひr､三銭･由銭取り候
と記されているi
中山道の街道筋は､和宮の通行のために宿内
の道路はもちろん､本陣･脇本陣､旅寵､橋梁
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をはじめ街道茄のすべてにわたって改修工事を
行う必要があった｡八幡宿の主な改修工事の実
情を八幡宿の史料によって検証してみることに
したい｡
(1).宿内の道路普請
八幡宿内の道路の改修工事は､r八幡宿内普
請目論見願い書Jによると､｢西の方｣の改修
工事を八幡宿の助郷村である大久保村 (現小諸
市)などが割当られている｡道幅平均3問はど
の路面に直角に並べる松材は､勘四郎屋敷先よ
り観音立石手前迄で720本を使用 している｡ま
た､平左衛門田地先より西之方が780本､いず
れも8尺1尺廻りの太い松の丸太を用い､その
上に松葉を敷詰めている｡
本陣の付近は､さらに松の太い丸太を用水路
の上に並べて蓋をし､道幅を広く使用できるよ
うに工夫して通行の便を図っている｡この道路
工事に使用された膨大な数量の松材､すなわち
丸太は､｢村入用｣などの小さな森林では調達
が難かしく､小諸藩の ｢御林｣寺尾山と白山か
ら伐り出すことを願い出ている｡
･r八幡宿内普請目論見願い書J
- 松敷木 405本 但 し8月1尺廻り
坪数 81坪
松葉 121駄3束 2尺仕上ケ
但し1坪 _ー1駄3束
宿方西之方
･勘四郎屋敷先より観音立石手前迄
- 往還長48問 幅3問程 大久保村丁場
松敷木 一720本 但8尺 l尺廻り
松葉 72駄 但1間1駄3束
･往還南之方し12間
土留松木 3本 但 4間5尺廻り
平左衛門田地先より西之万
一 往還長サ 52問 幅平均3問程
･松敷木 780本 40間
大久保村丁場
但し8尺 1尺廻り 12間
山浦村丁場
松葉78駄 但-Ll問1駄3束宛
(中略)
本陣近所用水宝木 間数116間
勘左衛門前より市之丞前迄
一 松木 522本 但.し2問1･尺廻り
- 桟木 290本 但し5尺1尺廻り
是ハ近所有来 り之橋相除キ､ 一
幅3尺9本ならべ
往還大破ふけ難所 〆338問 .
敷木 〆5070本
但し長サ8尺1尺廻り
1問15本宛
松葉 ･〆633駄
なふり木 〆4本 但し2問5尺廻り
土留木 〆46本 但し4問5尺廻り
用水蓋木 〆522本
但し2問1尺廻り
.桟木 〆290本 但し5間 1尺廻り
(2)街道の道普請
街道筋の五郎兵衛新田は､幕府直轄領であっ
たため､いち早 く中之条役所から道普請の通達
を受けている｡下原地籍の普請は､近郷の村の
負担とされたため､｢往還砂利式普請目論帳｣
には､その道路普請の計画が詳細に記されてい
る｡
高706石4斗3升6台
中山道信州佐久郡五郎兵衛新田字下原東
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一 往還砂利式 長197問
但平均構3問 厚5寸
砂利 49坪2台5勺
但砂利取11町 1坪24人
此人足 1182人
但敷平均前後切上げ共
人足 4人9分 10坪 1人
此入用
雑木 1182本 但長7尺 末4寸
此代 永18貫557分4分
但1本 永15文7分
是は二つ切りとして往還両側土留枕木
片側1問に付6本宛
松葉197抱 但5尺縄束
此永886文5分 但1わ永4文5分
是は同断 枕木え土留柵 1間に1わ宛
両側分
以下略
この史料によると､幅平均3間 (540センチ)
の街道一面に厚さ5寸 (約15センチ)ほどに砂
利を敷詰めている｡そして､道路側面の崩落を
防ぐために､長さ7尺 (約210センチ)､末端の
太さが4寸 (約12センチ)ほどの経木の丸太
1,182本を二つ切りにして使用し､土留枕木は
1問 (約180センチ)に6本宛､すなわち30セ
ンチに1本の割合で打ち込み､内側に1束5尺
の縄束で束ねた畠の松葉197抱ほどを入れて道
路を補修している｡
この大普請を短期間に､しかも街道全体にわ
たっ七行うということは､まさに世紀の大工事
と云っても過言ではない｡また､この道普請は､
｢自普請｣(村請け普請)として行われたので､
人足の賃銭など普請の経費が村負担となって村
の財政を圧迫した｡村ではこの窮状を役所に訴
えて普請の援助を願い出ている｡
6 街道交通と助郷制
中山道の交通は､年代が下がるとともに公用
人馬の需要が増加し､商品経済の発達に伴なっ
て商品の流通が増加して､常備された人馬だけ
では賄いきれなくなった｡･
助郷は､宿駅の常備人馬だけでは継ぎ送りに
支障をきたす場合に､補助的に人馬の提供をす
る宿駅近郷の郷村､またはその課役制度をいう
が､その成立時期については諸説がある｡
幕府は､寛永14年 (1637)東海道と美濃路な
どの宿駅に対しこ助馬村の設置を命じ､▲元禄2
年 (1689)に各宿駅に助郷の有無,宿駅と近郷
村々との距離などを調査し､同6年3月に3人
の巡見使を中山道の各宿駅に派遣して､宿駅の
実情や継ぎ立ての実態などを調査し､詳細な
｢書上帳｣を提出させている｡
｢芦田宿人馬払井最寄村書上帳｣によれば､'
元禄6年3月20日に芦田宿の宿役人が連署して､
家数 ･人馬数 ･宿駅の継ぎ立ての実情などを記
し､最後に宿駅の運用について､
八幡 ･塩名田･望月･芦田の4ケ宿は､申し
合せて､人足不足の節は､上りは望月へ人馬
､を遣わして長窪へ継ぎ､下りは望月より芦田
へ人馬を呼んで八幡へ継ぎ､両宿の人馬が不
足のときは､4ケ宿の人馬で継ぎ立てV､4宿
に定助 ･大助が無いので急な通行の節は長荏
宿とも申し合せて鍔無さようにした｡
●と記している｡
_幕府は､元禄7年 (1694)2月,一東海道 ･中
山道の宿駅近郷の村々に対して助郷制を定め､
幕領 ･私領に関係なく各宿駅に助郷村と村高を
記した ｢助郷帳 (証文)｣を交付している｡
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芦田宿など川西4宿に対しては､佐久郡36ケ
村に小県郡の藤原田村を加えた37ケ村､高1万
1,183石を大助に指定している｡
定助郷は､もっとも宿駅と密接な関係をもち､
距離的にも近い村々によって構成されていた｡
交通量の増加とこれに伴なう宿駅常備人馬の不
足が､直ちに助郷課役となってかかってくるの
で､助郷人馬の割当て･使用 ･賃銭の配分方法
などをめぐって宿駅との間に争いが起った｡
元禄7年の定助郷 ･大助郷の制度は､享保10
年 (1725)定助郷 ･大助郷の区分が廃止され､
さらに交通畠o_増大に伴なって代助郷･加助郷･
宿付助郷 ･増助郷 ･当分助郷などの年季､また
は一時的助郷制度が定められた｡
当分助郷は､江戸後期に多くみられ､｢御用
御多端に付､当分之問助郷役を仰ぐ｣と命ぜら
れたところから=.の名が生まれたといわれる｡
和宮下向の大行列の人馬調度の運搬のために
は､当分助郷が多く割当られている｡当分助郷
は､｢当分代助郷｣｢当分加助郷｣などと当分の
字句が各種助郷の頭に付けられていることが多
い｡
可相勤候｡
一 新田村々の儀者､誓本田持添候与も､今
般限り皆高以可相勤候｡
と触れている｡八幡宿の助郷は､次に記すよう
に割付けられた助郷村の範囲などからみても､
きわめて大規模なものであったことがわかる｡
定助郷 信州佐久郡
前山 前山新田 小宮山 今岡 下桜井 落
合 岩尾 上桜井 相浜 山浦 大久保 根々
井塚原 耳取 糠尾 中村 下村 三ツ塚
大和田 上塚原 市村新田 中地 下塚原
竹田 下県 下県新田 五郎兵衛新田 中桜
井 下平 (28か村)
7 和宮の通行と助郷
和宮の下向にともなう助郷は､継ぎ送りが2
日間 (実際には4日間)とし､村高100石につ
き人足22人､馬1疋を差し出すことになってい
た｡そして､10月24日道中奉行酒井隠岐守は､
中山道の各宿に対し｢和宮下向の節は､.宿継人
馬が多数入用｣であるため､差 (指)村に重複
があるかも知れないとし､その場合の処置を指
示し､さらに助郷の割当について､
一 定助郷･加助郷井当分助郷村々之内､川
欠･損地 ･其余話引共､今般限り皆高を以
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当分助郷 r信州小県郡 .
東上田 中曽根 下青木 上背木 杯ノ郷
下原 中原 上原 真田 新屋 長嶋 金剛
寺 曲尾 横尾 (14か村)
同 同州更級郡 一
新山 山田 力石 網掛 稲荷山 岡田 今
里 戸部 中氷飽 長谷 塩崎 篠野井 上
氷飽 -今井 (14か村)
同 同州埴科郡
寂蒔 小嶋 新田 鋳物師屋 桜堂
家内 横尾 (8か村)
新規当分助郷 信州佐久郡
上海瀬 馬越 高野町 勝間 .(4か村)
同 一同州小県郡
新張 長坂 窮田 金井 別府 祢津
(6か村)
遠国新規当分助郷 甲斐国八代郡
市部 八田 川中嶋 南田中 坪井 竹原田
東原 橋立 北都塚 金田 下矢作 小城
上矢作 中尾 一之宮 米木 塩田 国分
地蔵堂 千米寺 藤井 上岩崎 下岩崎 南
野呂 北野呂 日影 藤之木 上黒駒 下黒
駒 城田 上平井 下平井 中川 市之蔵
神沢 東新井 新巻 門前 土塚 国衡 窪
中嶋 狐新井 四日市場 唐沢 広瀬 東高
橋 河内 今井 井戸 東野川 小石和 砂
原 大坪 白井砂原 三和 石橋 大久保
小黒坂 小山 前門田 米倉 岡 高家 竹
居 奈良原 大野寺 尾山 南八代 石 下
野原 一蕎麦塚 東谷 (72か村)
同 越後国蒲原郡
庄兵衛 ･拍森･大保･相島･横山･四枚橋･
栗林･五十地･中新田･高畑･中之嶋町･猫
高野･真弓･野口･野口新田･六所 ･水沢･
西白根･味方･高山･中西･赤沼･小沼･大
沼･下沼･西野･泉割･中条･真ノ代･上沼･
栗林新田･松ケ崎･中野･奥野･末宝･問沼･
狐塚･権左衛門新田･赤木･沖宮内･宮内･
長呂･嶋田･関根･地蔵堂･新庄･長春 ･野
中才･熊森･砂子塚･高木･青沢･平井･蔵
葉･小池･杉谷･道金･小関･八王寺･大廻
り･太田･燕町･与木･藤田 (64か村)
と計210か村の村々の名が記されている｡
道中奉行酒井隠岐守の上記 r和宮下向の節助
郷勤心得につき通達Jには､例外を設けず助郷
を分担するよう命じている｡
しかし､遠隔地の差村の場合には､通知が届
かないなど徹底を欠く場合もあり､宿駅では不
足人馬の調達に大変苦慮することとなった｡
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八幡宿に遠国新規当分助郷を割当られた甲斐
国八代郡の村々は､石和近郷の村で､八幡宿へ
は片道およそ3日の行程である｡八代郡の差村
では､67か村が出勤し､5か村が欠勤している｡
出勤した村の中にも､人馬数の不足する村々が
かなりあったようである｡
これらの助郷人馬の調達が､実際にはどのよ
うに行われたのか､『和宮下向継ぎ立て人馬覚
え書』によってみると､
- 人足1,719人 馬43疋
甲斐国内藤多次郎様御支配
- 人足1,368人 馬25疋
同国 田安様御領知
- 人足62人 馬5疋
同国 市川代官所
- 人足1,420人 馬70疋
当国 新当分 28ケ村
外二
人足230人 折返し勤
- 人足1,134人 馬60疋
同国 定当分助郷 14ケ村
外二
一 人足1,221人 和田繰上ケ
折返し共二
内訳
372人 折返し
749人 和田繰上ケ
一 人足2,305人 馬190疋
定助郷
外ニ
ー 人足752人 和田繰上ケ
.同2,997人 折返し共二
小以
〆人足6,054人 馬190疋
惣〆人足13,103人 馬383疋
とあり､不足人馬を ｢折返し｣勤務させたり､
和田宿から｢繰上ケ｣て賄う例も多かったこと
がわかる｡
また､越後国蒲原郡の村々は､長岡の北方の
燕付近の村で､八幡宿への距離はおよそ70里
(約275キロ)である｡蒲原郡の村から八幡宿へ
は､佐州路から高田に出て北国街道を利用する
か､信濃川沿いに奥信濃の谷街道を通り､飯山
から松代に出て北国街道の田中宿から中山道の
望月宿に出る道が考えられる｡いずれにしても
八幡宿への道は遠く､少なくとも片道5日以上
の行程である｡
越後国蒲原郡の差村64か村は､和宮の助郷に
すべて欠勤している｡八幡宿と塩名田宿では､
蒲原郡の村々の欠勤理由について､助郷の差村
を了承して欠勤した村もあるが､差村をする場
合に地理不案内のため所在不明の村々も多く､
助郷の期日までに差村の通知が間に合わない場
合もあったと伝えている｡
恐らく､蒲原郡の村々でも､八幡宿の位置､
地理などが不案内の上に､差村の通知もきわめ
て不徹底であったため､村々の役人たちが寄合
を開いて相談した結果､全村が欠勤することに
なったものと考えられる｡
岩村田宿と小田井宿の新規当分助郷は､依田
忠司氏蔵 (長野市)の r村々触当勤人馬仕訳書
上帳｣によれば､高井郡90か村､越後蒲原郡26
か村とあるが､越後蒲原郡26か村は岩村田･小
田井宿の助郷にもすべて欠勤している｡
八幡宿の人馬の継ぎ立ては､八幡 ･塩名田･
岩村田･小田井の4宿が組合をっくり､八幡宿
から沓掛宿までを合宿で継ぎ通している｡そし
て､不足する人馬は､急拠隣の宿から｢繰上げ｣
や ｢繰り越し｣などの融通によって急場を凌い
だことが前掲の史料などによってわかる｡
この急場の人馬のやり繰りをめぐって､後日
隣宿との問に紛議となった例も多い｡八幡宿で
は､越後蒲原郡の人馬の欠勤などにより､多数
の人馬が不足し､隣の沓掛宿から ｢繰上げ｣の
応援で賄うことになった｡沓掛宿では ｢繰上げ
人足｣6,000人を差し出したが､八幡宿からは､
｢返報人足｣を出してもらえなかったため､高
い賃銭を支払って人足を雇うことになったとし
て八幡宿に対し不足賃銭の支払いを求めた｡し
かし､両宿の問で ｢繰上げ｣人足数などの主張
が異なり､遂に訴訟問題へと発展している｡
八幡宿の継ぎ立て人馬の賃銭は､文久2年8
月の F御下向之節人馬雇替賃銭取調帳Jによれ
ば､人足17,705人､賃金8,622両2朱､馬383疋､
賃金762両1分､合計9,384両1分2朱
と記されている｡この人馬の賃銭や諸経費の
多くは､小諸藩などから借り入れして賄ったが､
後日その返済に苦慮し､宿駅や農民の大きな負
担となった｡
また､追分･沓掛 ･軽井沢の浅間3宿の新規
当分助郷人馬数は､岩井伝重著 r軽井沢町誌Jl
歴史編に次のように記されている｡
新規当分助郷村 人足数 (人) 馬 (疋)
信州更級郡内38 1,937 38
高井郡内37 1,474 2
水内郡内17 855 9
埴科郡内 5 102
上州吾妻郡内41 1,273 6
多胡郡内 6 263
緑野郡内 8 169
甲州八代郡石和陣屋付40 1,535 19
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山梨郡甲府陣屋付70 1,132
八代郡市川陣屋付137 3,403
山梨郡田中陣屋付19 539 4
甲府御勤番役知行所 2 46
420か村 12,728人 78疋
この新規当分助郷村の分布をみると､高井 ･
水内郡などの遠隔地の村々が多く､さらに隣国
の上州や甲州からも多数の人馬を調達している
ことがわかる｡高井郡の当分助郷人馬の調達と
助郷村の割振りなどについては後述したい｡
軽井沢宿でも､佐久郡大日向村など25か村か
ら､助郷人馬の人足数と賃銭の支払いをめぐっ
て御影役所に訴えられている｡
この文久2年4月の r和宮様御通輿二付 軽
井沢宿助郷廿五ケ村より差上候願書J(r長野県
史 近代史料編J第1巻19)によれば､小諸領
菱野村外12ケ村助郷の割振りは､高100石につ
き人足7人5分､馬6分､人足1人につき1両
2分､馬1疋につき2両位あてに支払われてい
る｡しかし､大日向村など25か村には､奉行の
御印状を持参し､高100石につき人足25人､馬
2疋の触当て､人足1人について1両1分､馬
1疋について2両とし､役所のご威光を先に立
てて､問屋 ･年寄たちが二重三重に折返しの勤
務をさせて人足賃を掠め取ったと訴えている｡
8 助郷人馬小屋の新設
八幡宿の助郷人足は､17,705人と記され､馬
は383疋であった｡この人足の中には､定助郷
の近隣の村々の人足もあるが､甲斐八代郡の人
足などをはじめ､日帰りのできない人足もかな
りいたことは云うませもない｡
助郷人足の宿泊と宿舎については､八幡宿と
塩名田宿､およびと助郷28ケ村の惣代が取決め
た r道中人馬御手当井御取締御掛御請書之写J
(｢五郎兵衛記念館文書｣)に､
一 石人数前夜詰候節､雨露二濡候而ハ一夜
之内二疲労いたし､逃去候ものも出来可致､
仮小屋取建1坪4人宛位二而致､数棟仮建
致し､其外馬繋場凡長6尺､構4尺二而1
疋立位之割合二而凡2000疋建位､是又仮建
致し､其前江馬士之居所ハ建候方可然哉
と記されている｡八幡宿の助郷人馬の小屋の
建築については､その明細が r小屋掛け費用の
明細覚えJに次のように記されている｡
一 人足小屋 長さ16間 横4問
但し28ヶ所
此坪数 1,792坪
菰 5,040枚
長さ2問 桟4尺
- 宰領小屋 長さ12問 槙4尺
4ヶ所 此坪数192坪
一 馬繋小屋 長さ83問2尺 枝7尺
8ヶ所 此坪数777坪7分
菰 667枚
縄 2,001房
一 馬士小屋 長さ6間 接4間
但し8ヶ所
此坪数 192坪
菰 724枚
縄 576房
- 湯手当小屋 長差3問 構2間
1ヶ所
一 夫食手当小屋 長さ6間 桟4間
1ヶ所
- 同断 長さ8問 横4間
1ヶ所
〆3ヶ所
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八幡宿で建築された小屋には､この他にも桝
人足小屋､名主会所､桝場囲入用などの建造物
や小屋掛の記録がある｡これらの人足小屋や馬
繋場などは､恐らく宿場近くの水田や畑に急拠
建築されたものと考えられる｡また､助郷人足
の食事などについて､前掲の r道中人馬御手当
井御取締御掛御請書の写J(｢五郎兵衛記念館文
書｣)に､次のように記されている｡
一 今般姫宮様御下向二付､継人馬稀成大数
之儀二付､宿々立帰り等二而も食物中々問
二台中間敷候問､御泊り宿二而朝飯壱度御
昼休ミ宿方前後之内問之村二而焚出し致､
凡玄米壱飯弐合五勺位之宛二而､人足壱万
四五千人､馬士弐千人分程も夫食用意可申
付事｡
- 御宿り宿江人馬前夜相詰候儀二付､遠村
ハ昼飯 ･夕飯 ･弁当二而､翌朝与昼飯ハ炊
出し通し不申候而不弁二有之候事｡
すなわち､姫宮様御下向の行列は､継人馬が
稀にみる大人数のため､宿泊する宿場では､食
事が間に合わない｡そこで助郷人足が宿泊する
宿場では､朝飯1度だけを用意する｡1食の飯
は､玄米で2台5勺位としている｡また､昼飯
は前後の宿で炊出し､予め目印に仮鑑札を与え､
引き換えとすることなどを指示している｡
そして､八幡宿では､助郷人馬と食料などの
見込数について､人足およそ15,000人､馬およ
そ500頑､その食料は下白 99石4斗2升､薪
5,920束､苅大豆 1,820すげ､粉糠45俵と記し
ている｡
9 家屋の普請工事
供役人などの宿所の建築も､大工事となった｡
その主なものをみると､
r御迎御供旅泊割J
｢江戸方 家数〆百四拾四軒､京方御供旅泊
割〆七拾八軒､総数弐百弐拾弐軒｣と指定され
ている｡このため家屋の新築が必要になり､文
久元年の r和宮様御下向御用書留帳Jによると､
郷蔵前 一新建 100坪 関出雲守下宿
郷蔵後田地 一新建 150坪
若年寄下宿
勧左衛門より藤石持門迄 一新建 150坪
若年寄下宿
外 馬屋新建 7か所
文右衛門屋敷あき地 一新建 50坪
京方供
賄代官宿裏 一新建 20坪 賄御用足場
吉次郎屋敷裏料理席 一新建 40坪
賄長持置場
南側の方 利助裏 一新建 260坪
大久保下宿
多三郎裏 一新建 50坪 童子京方
湯殿 幸隠付
駒之助小路裏 一新建 50坪京方供
東西入口 -木戸 往還
内 番所 9尺奥行6尺 1か所ずつ
外 番所 5間2問半 1か所ずつ
外 日雇方人足 凡そ800人ほど
右新建
と記されている｡
和宮下向の大行列は､11月4日に道中奉行酒
井隠岐守をはじめ82人が到着し､前々日の5日
と前日の6日には京方の公卿･官人､7日には
和宮の一行およそ3,000人､翌日の8日にも本
宿に京方の92人､下宿に小頭以下の188人が宿
泊した｡こうして嵐のような5日間が過ぎ､宿
場の各所に建築された臨時の小屋や施設は､急
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ぎ撤去して以前の水田や畑地に復元しなければ
ならなかった｡しかし､踏み荒らした強粘土地
帯の耕地を元の姿に戻すことは大変な作業であっ
たと思われる｡
また､助郷人馬の宿泊や受入れに日夜忙殺さ
れた宿役人たちは､引き続いて残務整理に追わ
れ､その後2年間にわたって助郷人馬の賃銭の
清算や寝具 ･調度品の返還･弁償､諸費の支払
などに日夜奔走したといわれている｡一
文久2年8月に八幡宿･塩名田宿が作成した
r細下向之節人馬雇替賃銭取調帳Jlによれば､
助郷人馬と不勤の助郷分を宿方で調達した人馬
の総数は人足数17,705人､賃金8,622両2朱､
馬383疋､賃金762両1分､計9,384両1分2朱
と記されている｡
10高井19ケ村の新規当分助郷
･高井郡は､藤原宮跡から発見された木簡の墨
書緒にも ｢高井郡大黄､十五斤｣とあり､大化
改新ころに設置たれた郡と考えられる｡そして
高井郡は､地理的に越の蝦夷に接する信濃国の
北端にあるため､対蝦夷政策の前衛基地として
物部氏が配され､貞観9年 (867)まで物部善
常が在住していた｡
また､高井郡には古代以来大室牧･高位牧な
どの官牧が置かれ､この御牧で御馬の飼育や繁
殖にあたったと考えられる高井道は､r新撰姓
氏錨Jに高勾選の汝祁王の子孫と記されている｡
さらに､r吾妻鏡J文治2年 (1186)の条に
は､信濃御牧の1つ ｢常岩牧｣があったと記さ
れ､その範囲は千曲川に沿った長峰丘陵を中心
にして､西端は岡山地区の桑名川あたりまでと
考えられている｡
そして､この高井郡の十九か村は､下水内郡
栄村の市川家に伝わる r市川家文書J(現在県
立歴史館に寄託)によれば､和宮の下向に際し
て中山道岩村田宿と小田井宿に当分助郷を命ぜ
られたと記されている｡r市川家文書Jに記さ
れた各村の当分助郷の割振りは､次のようになっ
ている｡
間山村 人足 178人
中子塚 〝 31人
新野村 〝 128人
北大熊村 〝 75人
篠井村 〝 49人
柏尾村 〝 199人
新保村 〝 243人
野沢村 l 〝 159人
東江部村 〝 126人
箕作村 〝 110人
西江部村 〝 70人
平林村 〝 64人
壁田村 〝 145人
虫生村 〝 54人
厚月村 〝 51人
志久見村 〝 50人
田麦村 〝 171人
草間村 〝 180人
七瀬村 〝 148人
計 〝2,231人
?? ???
′ 12疋
〝 7疋
〝 4疋
〝 18疋
〝 22疋
′ 14疋
〝 13疋
〝 10疋
〝 6疋
〝 6疋
〝 13疋
〝 5疋
〝 5疋
〝 8疋
〝 18疋
N,.16疋
〝 16疋
〟122疋
この人馬割をみると､他地区の村と比較して､
割当てられた馬の数が多いことが注目される｡
これは前述のようにこの地方が､古くから多く
の名馬を生産した地域であり､市川谷ともいわ
れる奥信濃の山間地帯であるため､急坂や谷道
が多く､日常生活でも馬を多く▲利用していたた
めと考えられる｡
また､高井19か村でもこの人足の他に32人の
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村役人が出役している｡文久元年10月の r和宮
下向につき高井郡仁礼村助郷議定書井村内取締
請書｣には､助郷人足の監督について､
- 人足拾五人二小頭壱人っ ､ゝ又者拾人こ
小頭壱人っ ､ゝ為人足馬廻シ与村内より御
出役有之､右小頭之差図を相守､一分之勤
方仕問敷旨申開致承知候｡
とあり､前掲 r道中人馬御手当井卸取締御掛
御請書之写｣(｢五郎兵衛記念館文書｣)にも
何村何人之割当テ､村役人宰領致し拾人位
を壱組と致し
とある｡高井19か村の村役人の出役もこの例に
よったものであろう｡さらに r市川家文書Jの
中に､新井村･小河原新田が小田井宿に､山田
村が岩村田宿に割当てられたとある｡
そして､前述のように､｢軽井沢町誌｣によ
れば､軽井沢･沓掛 ･追分の浅間3宿には､高
井郡の37か村から人足1,474人､馬2疋が当分
助郷を命ぜられたとあり､依田忠司氏蔵の｢村々
触当勤人馬書上帳｣には､高井郡90か村が岩村
田･小田井宿に当分助郷を勤めたと記されてい
る｡
高井郡の和宮下向に関する助郷の実態につい
ては､高井郡内の町村誌にほとんど記載がなく､
今後現地の史料を渉猟して研究を進める必要が
ある｡北信濃の高井19か村の農民が､助郷を割
当てられた中山道の岩村田･小田井宿に行くに
は､市川谷ともいわれる奥信濃から谷街道を通っ
て､千曲川の東岸沿いに進むと約42.5キロ､西
岸沿いに行くと約37.5キロで松代である｡松代
から岩村田･小田井宿､あるいは追分など浅間
3宿へは､北国街道の松代通りを通って矢代へ
出て､戸倉･坂木･中之条･上田･海野･田中･
小諸へと進み､岩村田･小田井宿へはここから
行くことになるだろう｡浅間3宿の追分宿まで
はさらに北国街道を進み､松代･追分宿問がお
よそ16里 (約64キロ)の行程である｡したがっ
て飯山から追分までの道程は100キロ以上にな
る｡
奥信濃の村々へはさらに飯山からかなりの道
程が加わり､片道2泊3日以上の日数を要した
であろう｡この片道2泊3日の旅の食料と宿泊
費は､各助郷村の負担とされていたから､各助
郷村が負担した費用は莫大なものになった.
r野沢温泉村史｣が引用している ｢和宮様関
東御下向に付､追分･沓掛･餐井沢助郷諸雑用
帳｣という文書に､東大滝村では当分助郷人足
として追分･沓掛･軽井沢の浅間3宿に割当て
られたとあり､さらに､鈴木清美氏蔵の r和宮
様御下向助郷雑用割賦取立帳Jには､
此度､京都より和宮様関東御下向二付､村々
沓掛宿まで助郷相当雑用多く､多分相掛､そ
の尻割世間の風俗合見候処､尤､土地柄に付
候ては色々割合等も相違これあり候得とも､
∫
此辺は三分の二高掛り､三分の一は面割とな
るに相極候故､村一円相談の上､当村もそれ
に順じ､然るべくと一円承知いたし候
と記され､東大滝村の和宮下向の助郷の負担
が､高掛り3分の2､面割3分の1によって負
担を課していることがわかる｡
北信濃関係の和宮下向の助郷に関する調査は､
まだ不十分であり､その実態を探ることは､和
宮下向と遠隔地の北信濃の農村の助郷の実態を
考える上に重要である｡
11北信濃の交通路 (谷街道)
谷街道は､千曲川と志賀･関田の山々に挟ま
れた狭い谷筋を通って越後国に通ずる奥信濃の
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主要交通路で､｢谷道｣とか ｢谷通り｣などと
呼ばれている｡この谷道には､北国街道から千
曲川の左岸と右岸を通る道があり､左岸を通る
谷道は､北国街道の善光寺から分れて､吉田･
神代･浅野･皆 (替佐)を通り､飯山へと通ず
る道である｡飯山から先の谷道は､戸狩を過ぎ
ると険しい谷筋の道となり､千曲川と関田山脈
の山麓を通って越後に向っている｡
また､右岸を通る谷道は､北国街道の矢代宿
から松代通りを通って松代･川田宿･綿内へと
通ずる道で､｢北国東街道｣とか ｢東脇街道｣
などとも呼ばれている｡
宝暦3年 (1753)瀬下敬忠が著した ｢千曲之
真砂Jには､｢松城より千曲川東方谷通り越後
国志久兄へ出る道｣と記し､｢東脇街道｣｢谷筋
道｣ともよばれた千曲川右岸の谷道について道
順と里程を詳細に記している｡この記事によっ
ても､岩村田宿や小田井宿に当分助郷を割当て
られた高井19か村の村々､例えば箕作村･志久
村の農民たちの苦労が忍ばれる｡
瀬下敬忠が ｢越後国志久兄へ出る道｣として
｢千曲之真砂｣に記した道は､
松代より川田江 弐里
河田より綿内江 弐拾丁 又は半道共､
綿内より福島江 拾八丁
福島より六川江 弐里
此村を過て､松川東より西へ流れ千曲川に
入る､又土手へあかりて向の方水内郡布野
村へ渡船有､大波しこて梅の如し､
六川より江辺江 弐里
六川よりむかふへ舶渡し､浅野村江渡る､
江辺より中野江 壱里
江辺より船渡し今井へ渡る､西条村､西条
村中野ハよき町にして､御本領の御役所あ
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り､
中野より赤岩江 壱里
松川村･一本木村･若宮村､こし川かち渡
り､
赤岩より田上江 壱里 柳沢村
田上より安田江 壱里 岩井村
安田より下木島江 弐拾五丁
野坂田村･酒井村･天神堂村･安田より
飯山へ渡し船有､
下木島より犬飼江 壱里 或日廿九町､
樽川かち渡り､中村･小見村
犬飼より針田江 壱拾壱丁
関沢村･小菅村･小菅大明神立給ふ､東の
方二小菅山有､此所名所なり､あさは野と
いへる､此あたりにあるとなん､猶尋可記
也､
針田より十地原江 弐拾五丁
東二野沢村､温泉有､笹沢村
十地原より平林江 拾丁
坪野 (山カ)村･矢たれ村
平林より虫生江 廿八丁
むしやうより七ケ巻江 廿六丁
寺坂といふ峠有､むかふの方船渡し､桑の
川へ渡ル､
七ケまきより東大滝江 廿九丁
此間に浅神峠という大難所有､又七ケ巻よ
り向ふ船渡し､藤沢村へ渡ル､
東大滝より箕っくり江 壱里八丁
此間城坂といふ峠難所也､明石村むかjl船
渡し､滝村へ渡ル､
箕作りより志久見江 弐里五丁
此間志久見峠難所也､月岡･小滝等枝郷有､
志久兄より宮原江 五丁 越後国魚沼郡
これより他国にして､此国の事にあつから
され共､筆の序に記しぬ､志久見村の先に
志久見川有､此川の中央を両国の境とす､
越後国魚沼郡宮原より大井平へ州丁､●大井
平より赤沢へ半里､赤沢より芦か崎へ半里､
芦か崎より割野へ弐丁､此村の問に中津川
有､割野より宇木へ壱里､宇木より非木
(水)へ半里､非水より水沢へ半里､水沢
より土井地へ十丁､土井地より駄虫へ十丁､
駄虫より十日町､壱里十五丁､十日町より
下城-弐里､●下城より岩沢江一里､岩沢よ
り船渡しにてむかふの小千谷へ落合､弐里
半余也､岩沢の先三上田川有､小千谷より
長岡-四里有り､又小千谷新潟へ十六里有
り､_
七あり､.この地名を現在の市町村別の分布で
みると､まず長野市の松代から川田･綿内､須
坂市の福島､小布施町の六川､中野市の江部･
中野 ･赤岩 ･田上を通って､飯山市の安田･下
木島･犬飼･針田･十 (重)地原に通じ､道は
この辺りから文字通りイ谷筋の道｣に入る｡
飯山市瑞穂の笹沢には､宝暦4年 (1754)緒
の ｢ひたりゑちこみち｣｢みきわのざわみち｣
という道標がある｡瀬下敬忠が r千曲之真砂｣
を著したのは､宝暦3年 (1753)であるから､
このころ谷道を踏査したものと思われる｡この
道標の建立も､瀬下敬忠の谷道の調査と何等か
の関係があるのかも知れない｡
谷筋の道は､野沢温泉村の平林･虫生 ･七ケ
巻 ･乗大滝､栄村の箕作･志久兄を経て志久見
川の深い谷筋を越えると新潟県津南町に入る｡
奥信濃の箕作村 ･志久見村から岩村田･小田井
宿の助郷に出役した農民たちは､この谷道を馬
の手綱を引いて往復したちとになる｡
千曲川左岸の谷道は､飯山から長峰の東裾に
沿って有尾･大池･水沢､そして大塚から戸狩
に通ずる長峰道とも呼ばれる平坦な道である｡
しかし､奥信濃には､｢1里 1尺｣という諺が
あり､この辺から越後境へは冬の積雪が数メー
トルにもおよぶことも珍らしくない豪雪地帯で､
戸狩付近でも1月下旬から2月には2メートル
以上の積雪となる｡
明治7年 (1770)越後国の蟹沢 (新潟県南魚
沼郡塩沢町)一に生れた鈴木牧之は､r北越雪譜｣
初編上之巻の中で､奥信濃から越後境の豪雪に
ついて次のように記している｡
｢我越後のごとく年毎に幾丈の雪を視は何の
楽き事かあらん｡雪の為に力を姦し財を空し
千辛万苦する事､下に説く所を視ておもひは
かるペし｣
さらに ｢雪の推量｣の頃では､
千隈川の通の雅人､初雪より天保五年をいふ
十二月廿五日までの問､雪の下る毎に用意し
たる所の雪を尺をもって量りLに､雪の高さ
十八丈ありLといへるとぞ､此話雪国の人す
ら信じがたくおもへども､つらつら恩畠に､
十月の初雪より十二月廿五日までおよその日
数八十日の問に五尺づ のゝ雪ならば､廿四丈
にいたるべし､随て掃ふ虞は積で見ることな
し｡又地にあれば減もするなり｡かれをもっ
て是をおもへば,､我国の深山幽谷雪の深事
はかりしるペからず｡
と述べている｡
長峰道は､途中の大池から分れて小沼･戸隠･
柳新田･大倉崎へ出て､渡船によって関沢へと
通ずる野沢街道がある｡戸狩への道は､さらに
長峰丘陵の上を通る山道がある｡この道は､享
保17年 (1732)8月に外様の村々から飯山へ年
貢米を運搬する道として開かれ､その後大ツ保
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飯山付近の谷街道 (r村史ときわ｣による)
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(秤)の五輪坂まで延長されたといわれている｡
また､長峰丘陵と関田山脈に挟まれた外様平
にも､飯山から市之口･東小佐原･法寺･尾崎･
小泉 ･戸狩へと通ずる古い道がある｡∴長峰道は､
戸狩の南端で市川谷道と柏尾の渡しへの道に分
れている｡柏尾の渡しは､外様･太田･常盤と
高井郡を結ぶ要路で､かつては関田山脈を越え
て運ばれてきた米や塩が､ここから各地に送ら
れ､右岸を通る谷道とも連絡している｡
また､･この渡しの維持費や船賃は､小境三組･
柳沢 ･堀之内･五菜･瀬木･五荷･北条･蕨野･
曽根 ･今井 ･大坪･戸狩･戸狩新田･飛沢･小
泉の17カ村に割当てられていた｡
戸狩から桑名川への道は､市川谷道が使われ
ていたが､千曲川左岸の道はこの辺りから急に
険しい谷道になり､特に大坪から上境へは千曲
川に沿った狭い難所である｡
従って､この難所を避けて､戸狩の北端から
岡峰に登り､畑中の小道を抜けて今井川を渡り､
対岸の急坂を登って今井の集落に出る道がある｡
今井の道脇に､｢左市川谷道｣｢右上境ミち｣と
刻まれた古い道標があり､この道標によって市
川谷道の存在を知ることができた｡
筆者がこの辺りの古道の調査をしたのは昭和
54年 (1979)の秋､今から20年ほど前の晩秋で
ある｡今井地籍の路傍に残る道標によって､こ
の小道が市Jl俗道てあったこと知り､この道標
を歴史の証人として､大切に保存することを提
唱したことがある｡
今井は新しい用水路､あるいは新村Ti-どを示
す地名で､室町時代の新田村によくみられる｡
ここの今井も､豊田村の上今井に対して下今井
と呼ばれていたという説がある｡この今井の開
発時期は明らかでないが､寛文6年 (1666)野
田喜左衛門正鵬によって開かれた ｢平用水｣以
前に､温井の茶屋ケ池から引かれた古い用水堰
が存在したことを宝暦12年 (1762)の次の文書
によって知ることができる｡
古来､水沢平堰筋は､拙者 (下境村)ども入
会の山内､御当領温井村地内､茶屋ケ池の
｢なわ助沢｣より ｢たはき平｣へ揚堰に仕り､
一本柳新田通り､段々村続き､戸狩村宮前通
り､乎堰これあり候ところ
市川谷道は､滝沢山妙林寺の表参道前を通っ
て､仏ケ峠の東南産を北々西に向い､平用水堰
を渡った辺りで峠の上に出て､この小さな峠を
下ると横川の部落に入る｡この村はかつて北条
組の枝村であったが､元和年間の検地の際に下
今井村に属し､土橋組･川面組と共に下今井の
3枝村といわれていた｡
.谷道は横川を過ぎると再び登り坂となり､土
橋を通って温井に入り､相模塚という珍しい石
碑のところを右に折れ､温井原を通って桑名川
に向う｡前掲瀬下敬忠の r千曲之真砂Jには､
戸狩よりくわの川江弐里今井村 ･ぬく井村･
此村より左へわかれ､大明神峠を越へて茶や
か池といふ大池のはたを通り､越後国頚城郡
･関田村江出る道有､此通りは温井村より閑田
村迄三里十八丁也｡右へ行て谷通り也､
と記されている｡
市川谷道は､明治24年 (1891)千曲川沿いに
県道谷街道が開通するまでは､飯山と十日町を
結ぶ重要な交通路であった｡
また､飯山には､関田山脈を越えて越後と飯
山を結んだ塩の道として､富倉峠･平丸峠･関
田峠･牧峠･須川峠などの峠道があり､その一
部にいまも敷石などが残ってい_る｡そして市川
谷道も､越後から信濃へ塩を運んだ重要な道で
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あったことが､桑名川の小田切文書によって知
ることができる｡すなわち､
松永塩二千五百俵 越後小千谷 田中松兵衛
黒印代金弐百九拾四両弐朱永五拾壱文七分
直八俵半
竹原塩弐千五百俵
代金弐百五拾七両三分永十八文壱分
直九俵七斗 (以下略)
と記されている｡
この史料にある松永塩は､備後福山の松永塩､
竹原塩は安芸の竹原の塩である｡竹原の塩田は､
慶安3年 (1650)から造成され､芸備製塩業の
先駆となったところとして知られている｡
この芸偏の塩は､遥々日本海を経由して越後
の小千谷に運ばれ､千曲川を船で運んだか､市
川谷道を牛馬の背で桑名川､さらに飯山方面へ
運んだものであろう｡
おわリに
本稿では ｢和宮の御通行｣と幕末期における
助郷の問題を中心に考察することにした｡この
調査と研究には､先学諸氏の研究の成果と各地
の研究機関､教育委員会､そして現地の皆さん
のご教示に負うところが大きい｡併せて心から
敬意と謝意を表したい｡
筆者は先に ｢幕末期における中山道における
助郷に関する研究｣(r長野女子短期大学紀要｣
第6号)で､助郷制度の変遷と軽井沢宿から芦
田宿に至る佐久9宿と小県郡長窪 ･和田の2宿
を中心にした幕末期の助郷の実態と農民負担の
問題を扱い､小論をまとめた｡
本稿では､｢和宮の下向｣と宿駅の実情を清
水岩夫氏の労作 r和宮の通行J(浅科村教育委
員会1998)所載の史料を利用させていただいて､
中山道八幡宿を中心に追究してみた｡本稿で､
引用させていただいた原史料の数値 ･金銭の表
記は､すべて和数字を用いているが､本稿では
判読等の便宜を考えてアラビア数字で表記する
ことにした｡なお､一部は原文の体裁を示すた
めに､原史料のとおりに表記してある｡
また､北信濃の谷道については､筆者が20年
はど前に現地を踏査して入手した資料､現地の
皆さんからご教示いただいた資料を基礎にして､
その後の調査で得た資料を補足しながら執筆し
た｡しかし､北信濃地方の史料は､調査が不十
分のため､今後に残された問題も多い｡
伝馬や助郷の負担は､宿駅と助郷村､そして
農民たちにとって､大変大きな負担であり､農
民たちはその負担に苦しみ､悲痛な訴えを幕府
や藩役所に繰り返している｡特に幕末期の ｢和
宮の下向｣は､宿駅や助郷村の農民に図り知れ
ない負担を強いることになり､翌々年の助郷の
増加がさらに農民に対する重圧となった｡
しかし､この農民の苦悩や悲痛な叫びは､断
片的にしか伝わってこない｡結局､この不満の
蓄積は､明治2年 (1869)の川西騒動などの形
をとって爆発することになった｡
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